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ピロリ菌病原因子の多型は、病原因子の複合体形成、炎症

反応、宿主細胞接着分子の分解、ヒト血液型抗原への接着

性などに影響を与える。

ピロリ菌ゲノムワイド関連解析から同定した胃癌リスクの増

加に関連するSNPの臨床的重要性、進化的起源および分

子シグナル伝達について最新のデータを交え、考察する。
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